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文責：校長 大内雅之

朝から「わくわくをつくりだす」
～あいさつ運動も＋αで～

６年生は、朝の時間「ボランティア清掃」と「あいさつ運

動」の取り組んでくれています。ボランティア清掃は北小の

伝統的な活動の一つで、みんながよく使う場所の清掃活動を

通して６年生としての自覚と奉仕の心を育んでくれているよ

うに感じています。一方、あいさつ運動は、まだまだここ数

年の活動ですが、６年生が全校生に向けてあいさつすること

で、北小に元気が注入されていくように感じていました。

これまでの活動も素晴らしかったですが、さらに、今年の

あいさつ運動はパワーアップしています。今年度の学校のテ

ーマである「わくわくをつくりだそう」を意識したような活

動になっています。あいさつ運動をしながら登校してくる児

童に手を振ったり、「あいさつチャンピオン」を見つける活

動をプラスしてみたり・・・。中には、低学年の子の目線に

あわせるようにしゃがみ込み、声を掛ける姿も・・・。子ど

もたちのアイディアが生かされ、とても「わくわくする」よ

うな活動になってきているように感じています。これからも、

どんな「わくわく」がつくりだされていくか楽しみです。

防犯教室開催
～自分の命は自分で守るために～

２６日、防犯教室を開きました。今回の講師は二本松

警察署スクールサポーターの鈴木弘喜さんにお願いしま

した。本来であれば、体育館などで実際に話を聞き、実

際の対応の仕方などを学ぶところですが、今回はコロナ

禍ということもあり、テレビ放送での実施としました。

しかし、そのなかでも、実際に体験してもらうことも大

事であるということで、各学年から代表がでで、実際に

「不審者に声を掛けられたときの対応」について学びました。不審者

への対応の基本は

「いかのおすし」

あえて学校だよりの中で「いかのおすし」の解説は行いません。是非、

ご家庭で子どもたちに「『いかのおすし』って何？」と聞いてみてく

ださい。

基本は、「自分の命は自分で守る」ことです。そのための術は学校

や大人がしっかりと伝え、子どもたちがしっかりと学んでとっさの時

に使えることだと考えています。

保護者の皆様からの声をお待ちしています。

～学校に対するご意見・ご感想等お気軽にお寄せください（または assist.nihonmatsukita-e@fcs.ed.jp まで）
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輝け！北っ子！



ゴールデンウイーク中の

新型コロナウイルス感染症への対応
～気を抜かずに 対応の継続をお願いします～

連休後の感染状況は「運動会」等
の行事に大きく影響します。

〇 子どもたちの毎日の検温、体調確認。
〇 不要不急の外出の自粛 人混みの回避、飲食時の厳重な注意。
〇 できる限り不織布マスクの着用。正しい着用の推進。
〇 手洗い・換気等の励行。密の回避。
〇 風邪の症状が見られた場合の病院受診

〇 抗原検査・PCR検査を受けたときはできる
だけ早く学校への連絡を
■平日・日中－学校 0243-23-0029
■休日・夜間－学校携帯 080-2814-4808

～ よろしくお願いします ～
5/2 5/6 5/9は特に

子ども、同居家族に風邪の症状が見られた場合は「登校の自粛」
をお願いします。。


